
プランター貸出事業実施要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、町会内や商店街などの地域団体が、主に道路に面した住宅の庭先な

どに花飾りを行う場合に、予算の範囲内においてプランターを貸与し、花のあるまちづく

りを進めることを目的とする。 

 

（対象） 

第 2 条 事業の対象となるのは、町内会、自治会及び商店街などの地域団体または理事長

が必要と認める団体で、プランターに花苗の植え付け管理を行い、前条の目的を達成する

ための活動を３年以上継続できる団体（以下「団体」という）とする。 

 

（事業の方法） 

第３条 貸与するプランターは、１団体当たり 50個を限度とし、理事長はこれに必要な用

土と花苗などを事業の着手前に配布する。 

２ 団体は、貸与を受けたプランターに、季節に応じて年３回程度の花苗等の植え付けを

行うものとする。 

３ 理事長は、団体に前項に定める活動に必要な花苗などを、貸与するプランター数の２

分の１相当分を限度に配布することができるものとする。 

 

（実施手続） 

第４条 プランター貸出事業を実施しようとする団体は、プランター利用申請書（第１号

様式）により、理事長あて申請するものとする。但し、プランターを公道上に設置しよう

とする場合は、申請者の提出に先立ち府または市の所轄機関の道路占有許可及び警察署の

道路使用許可を受けなければならない。 

２ 理事長は、前項の申請書を受理したときは、内容を審査のうえ、貸出数量を決定し、

プランター利用承認書（第２号様式）により、申請者に通知するものとする。 

３ 前項の利用承認を受けた団体がその代表者を変更した場合は、すみやかにその旨を理

事長に届けなければならない。 

 

（団体の責務） 

第５条 団体は、花苗の植え付け、かん水などの年間管理計画を作り、良好な管理をしな

ければならない。 

２ 団体は、毎年１回３月にプランターの利用状況をプランター利用状況報告書（第３号

様式）により、理事長に報告しなければならない。 

 



（利用の取り消し） 

第６条 理事長は、利用団体が次の各号の一に該当するときは、第４条第２項の利用承認

を取り消すものとする。 

（１）団体からプランターの返還の申し出があったとき 

（２）団体が第５条に規定する責務を怠ったとき 

（３）その他、理事長が実施を不適当と認めたとき 

 

附則 

この要綱は、平成３年４月１日から施行する。 


